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2広報せきかわ　2012・３月号�

平成22年度実績�

介護サービス費は前年度より約1億円増の�

　
関
川
村
の
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
の
割
合
は
、
平

成
二
十
三
年
三
月
末
現
在
で
三
四
・
六
％
―
。�

 

そ
の
う
ち
、
介
護
認
定
を
受
け
た
方
は
、
前
年
度
（
平
成
二
十
一
年
度
）

か
ら
十
五
人
増
の
四
百
二
十
八
人
。
高
齢
者
の
う
ち
約
十
九
％
が
認
定
さ
れ

て
い
る
状
況
で
、
年
々
伸
び
て
い
る
高
齢
化
率
に
比
例
し
て
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
中
度
者
（
介
護
度
２
・
３
）
の
方
が
最
も
多
く
、
全

体
の
四
八
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

 

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
八
億
二
千
七
百
三
十
万
円
。
認
定
者
一
人
あ

た
り
約
百
九
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。�

介
護
保
険
の
状
況� 8億2千万円超�8億2千万円超�

介護サービス費　　　　認定者数�

22
年
度�

21
年
度�

20
年
度�

19
年
度�

18
年
度�

17
年
度�

16
年
度�

15
年
度�

14
年
度�

13
年
度�

12
年
度�

◆調査の目的�
　村では、第５期介護保険事業計画を作成するにあたり、

年々、要介護認定者が増加し、かつ重度化している現状

を踏まえ、地域で生活している高齢者のニーズ等を把握�

・分析することを目的に、村内の65才以上高齢者（要

介護３以上を除く）全員にアンケート調査を実施しまし

た。アンケート結果の一部を紹介します。�

１）家族構成�

　調査では、ひとり暮らしの高齢者が188人と全体
の9.4％を占めました。今年のような豪雪になると、
除雪も大変ですが、買�
い物や安否の確認など、�
地域の力を借りなけれ�
ば高齢者の安心・安全�
の確保ができない状況�
が多くなっています。�

３）外出頻度�

　一年前と比較して外出の機会が減った人が748人
で全体の37.4％もありました。�
　生き生きと社会参加す�
る高齢者が増えていく村�
にするには、「年だから」�
と家に閉じこもらないた�
めの、高齢者の出番づく�
りも必要です。�

２）介助・介護の必要性�

　介護を受けている230人（11.5％）と介護が必要だ
が受けていない77人（3.8％）を合わせると全体の15.3
％になりました。介護�
を受ける理由の第１位�
は認知症、第２位は関�
節の病気という結果か�
ら、認知症と転倒骨折�
予防対策が急がれます。�

428人�

8億2730万円�8億2730万円�
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村
と
消
防
団
で
は
、
若
者
層
の
人
口
減
少
に
よ
る
団
員
確
保
の

困
難
や
団
員
の
村
外
勤
務
に
よ
る
日
中
不
在
な
ど
の
問
題
を
踏
ま

え
、
今
後
の
消
防
団
組
織
の
在
り
方
や
人
員
配
置
に
つ
い
て
、
一

年
以
上
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。�

　
昨
年
の
十
二
月
定
例
村
議
会
で
関
係
条
例
が
可
決
さ
れ
、
四
月

一
日
か
ら
消
防
団
の
組
織
編
制
等
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。�

　
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

こ
れ
ま
で
の
７
分
団
制
↓�

　
　
　
　
３
分
団
制
に
集
約�

　
現
在
の
消
防
団
は
団
長
・
副
団

長
の
下
、
七
つ
の
分
団
に
よ
り
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
正
後
は

３
つ
の
分
団
に
集
約
し
ま
す
。�

�

各
分
団
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
単
位
の
「
隊
」
を
新
設�

　
現
在
、
村
消
防
団
は
七
つ
の
分

団
そ
し
て
十
七
の
部
か
ら
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
改
正
後
は
各
分

団
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
単
位
の

「
隊
」
を
新
設
し
、
そ
の
下
に
十

七
の
部
を
配
置
し
ま
す
。�

�

団
員
定
数
を
410
人
↓
360
人

へ
と
削
減�

　
消
防
団
組
織
の
改
正
に
合
わ
せ
、

団
員
定
数
を
現
在
の
四
百
十
人
か

ら
五
十
人
削
減
し
、
三
百
六
十
人

と
し
ま
す
。�

　
各
分
団
及
び
各
隊
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
定
員
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
地
域
の
事
情
等
に
よ
り
定
員

の
確
保
が
で
き
な
い
な
ど
、
や
む

を
え
な
い
場
合
は
、
他
の
分
団
や

隊
・
部
と
の
間
で
調
整
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。�

　このたび、村の消防団組織が改正

され、これまでの７分団制から３分

団制となります。団員数についても

50名の人員削減となりますが、今

まで以上に万全を期して地域の防災

に取り組んでいきたいと思います。�

　４月から、団長以下360名の新体

制で頑張っていきますので、今後と

も消防団活動にご理解とご協力をお

願いいたします。�

今まで以上に万全を期して�

関
川
村
消
防
団�

　
団
長
　
菅

原
　

修�

　
　
　
　
　
　
　
（
片
貝
）�

※新幹部については、広報せきかわ５月１日号で紹介します。�
※新設された隊の「隊長」は、これまでの「副分団長」格です。�



除雪費用 例年のほぼ倍�
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今
年
は
、
北
陸
・
東
北
地
方
を
中
心
に
全
国
的
に
記
録
的
な
大
雪
に
見

舞
わ
れ
た
厳
し
い
冬
と
な
り
ま
し
た
。
村
で
も
、
昨
年
十
二
月
の
中
旬
頃

か
ら
断
続
的
に
雪
が
降
り
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
各
地
で
除
雪
や
屋
根
の

雪
下
ろ
し
作
業
に
追
わ
れ
る
方
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
二
月
に
入
る
と
、
日
本
列
島
を
「
最
強
寒
波
」
が
襲
い
、
大
雪
や
猛
吹

雪
に
よ
り
荒
れ
た
天
気
が
続
き
、
短
時
間
で
積
雪
が
増
え
る
な
ど
、
大
雪

の
冬
と
な
り
ま
し
た
。�

下
関
観
測
地
点
で
は
二
十
六

年
ぶ
り
に
最
深
積
雪
記
録
を

更
新�

　
気
象
庁
の
下
関
観
測
地
点
（
関

川
小
学
校
）
で
は
、
二
月
四
日
、

最
深
積
雪
が
百
七
十
八
�
を
記
録

し
ま
し
た
。�

　
昭
和
五
十
六
年
に
気
象
庁
が
観

測
を
開
始
し
て
以
来
、
昨
冬
ま
で

の
記
録
は
昭
和
六
十
一
年
に
記
録

し
た
百
六
十
六
�
で
し
た
が
、
二

十
六
年
ぶ
り
に
積
雪
記
録
を
更
新

し
ま
し
た
。�

※
関
川
小
学
校
校
庭
に
あ
る
気
象

　
庁
の
観
測
点
は
、
二
〇
〇
九
年

　
校
舎
改
築
時
に
前
庭
か
ら
グ
ラ

　
ウ
ン
ド
北
側
に
移
設
し
ま
し
た
。�

�

関
川
村
豪
雪
対
策
本
部
を

設
置�

　
村
で
は
、
今
冬
の
大
雪
に
よ
る

雪
害
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
よ
り

一
層
の
対
応
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
二
月
十
三
日
、
役
場
内

に
平
田
大
六
村
長
を
本
部
長
と
す

る
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
。
雪
害

に
よ
る
人
的
被
害
や
家
屋
の
倒
壊

な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
に
努
め

ま
し
た
。�

今
冬
の
大
雪
に
よ
る�

　
被
害
状
況
に
つ
い
て�

　
　
　
（
二
月
二
十
三
日
現
在
）�

　
◆
人
的
被
害
　
　
な
し�

　
◆
建
物
被
害
　
　
７
棟�

　
　
　
・
全
　
　
壊
　
３
棟�

　
　
　
・
半
　
　
壊
　
１
棟�

　
　
　
・
一
部
損
壊
　
３
棟�

� 　12月から２月分（見込額）に支出した
村道の除雪作業委託費は約6,300万円。
12月分に関しては昨年の約３倍に増え
ました。�
　また、消雪パイプの電気料についても、
12月と１月分で約1,100万円を支出。大
雪となった２月分も昨年を上回る約500
万円の経費が見込まれています。今年度
の除雪費予算は約１億５千万円で、昨年
と比較すると35％の増。例年と比較する
とほぼ倍近い予算となっています。�

除雪費用 例年のほぼ倍�
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Vol .９　平成24・25年度の保険料について�
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自
治
功
労
表
彰

自
治
功
労
表
彰
（
高
齢
者
表
彰
）

（
高
齢
者
表
彰
）�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

　平成24年２月６日で、満100歳の

誕生日を迎えられました。�

　足腰がとても丈夫な喜作さん。毎

晩大好きな発泡酒で晩酌することが

楽しみで、喜作さんの元気の源にな

っています。�

　表彰おめでとうございました。�

高橋喜作さん（大石）�
明治45年２月６日生まれ�

自
治
功
労
表
彰
（
高
齢
者
表
彰
）�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

　
一
月
二
十
七
日
、
関
川
中
学
校

で
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
校
集
会
が
行
わ
れ
、

関
川
中
の
全
校
生
徒
と
今
春
、
関

川
中
に
入
学
す
る
関
川
小
六
年
生

児
童
の
計
二
百
二
十
九
人
が
参
加

し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
全
校
集
会
は
、
年
四
回

実
施
し
て
い
る
い
じ
め
に
立
ち
向

か
お
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
各
学
級
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
の
発
表
や
、
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
製
作
し
た
自
主
映
画
の
上

映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
開
会
に
先
立
ち
、
小
野
周
平
生

徒
会
長
（
三
年
・
下
関
）
が
あ
い

さ
つ
の
中
で
「
い
じ
め
を
止
め
る

こ
と
は
大
切
。
で
も
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
い
じ
め
を
起
こ
さ
せ
な

い
環
境
づ
く
り
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
集
会
で
い
じ
め
に

関
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
ょ

う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。�

　
冬
休
み
期
間
を
利
用
し
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
製

作
し
た
約
二
十
分
の
映
画
「
許

さ
な
い
！
」
は
、
ひ
と
り
で

は
な
く
み
ん
な
で
い
じ
め
を

解
決
し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
力
作
で
、

傍
観
者
か
ら
仲
裁
者
に
な
る

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
作

品
と
な
り
ま
し
た
。�

　
上
映
後
に
行
わ
れ
た
各
学

級
か
ら
の
発
表
会
で
は
、
今
年
卒

業
す
る
三
年
生
か
ら
下
級
生
へ
「
あ

り
が
と
う
と
い
う
言
葉
は
、
み
ん

な
が
仲
良
く
過
ご
す
た
め
の
魔
法

の
言
葉
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
活

躍
に
感
謝
し
、
あ
り
が
と
う
、
助

か
っ
た
よ
、
頑
張
っ
た
ね
と
い
っ

た
言
葉
が
飛
び
交
う
学
校
を
築
い

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
温
か

い
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
平
田
希
実
さ
ん
（
三
年
・
下
関
）

は
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
毎
年

行
っ
て
い
る
関
川
中
の
伝
統
な
の

で
後
輩
た
ち
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
い
で
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
に

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

と
の
想
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　女川地区の３集落（南中・宮前・朴坂）では、

集落同士のつながりを大切にしようと20年以

上にわたって年に一度交流会を行っています。�

　今年は２月11日に宮前集落センターを会場

に行われ、各集落から18人が参加。佐藤忠良

副村長から村政について説明を受けたり、各集

落区長からそれぞれの取り組みや現状等につい

て報告がなされたりとさまざまな情報交換が行

われました。�

　宮前集落の津野武次区長は「この交流会のメ

リットはつながりができること。一緒に出来る

ことがあれば、力を合わせて取り組むことがで

きる。若者も少なく、人口も減ってきている状

況の中、こういったつながりは大切。これから

も続けていけたらいい」と話していました。�

集落をこえたつながりを大切に�
～南中・宮前・朴坂集落で交流会～�

�

〜
関
川
中
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う

〜
関
川
中
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う�

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
校
集
会
〜

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
校
集
会
〜�

〜
関
川
中
い
じ
め
に
立
ち
向
か
お
う�

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
校
集
会
〜�

仲
間
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
だ
か
ら
こ
そ�

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い�
仲
間
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
だ
か
ら
こ
そ�

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い�
仲
間
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
だ
か
ら
こ
そ�

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い�
仲
間
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
だ
か
ら
こ
そ�

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い�
仲
間
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
だ
か
ら
こ
そ�

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い�
仲
間
だ
か
ら
こ
そ�

　
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い�



雪原に現れた�
　　無数の「雪ほたる」�

巨大どもんこに�
　子どもたちも大興奮！�
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こ
の
た
び
、
村
上
市
消
防
署
荒

川
分
署
長
を
務
め
る
池
田
良
治
さ

ん
が
、
第
四
十
回
医
療
功
労
賞
（
読

売
新
聞
社
主
催
）
を
受
賞
し
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

医
療
や
福
祉
に
貢
献
し
た
医
療
関

係
者
が
対
象
と
な
る
も
の
で
、
池

田
さ
ん
は
救
急
法
の
普
及
に
努
め

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。�

　
一
九
七
四
年
に
消
防
士
と
な
っ

た
池
田
さ
ん
は
、
一
九
九
六
年
、

当
時
の
岩
船
広
域
消
防
署
で
二
人

目
の
救
急
救
命
士
と
な
り
ま
し
た
。

へ
き
地
や
離
島
を
抱
え
る
村
上
市

消
防
署
管
内
に
お
い
て
、
住
民
を

対
象
に
し
た
救
急
法
の
指
導
や
、

発
見
者
・
同
伴
者
等
に
対
す
る
指

導
、
育
成
の
ほ
か
、
事
業
所
や
学

校
で
の
講
習
会
な
ど
救
急
法
の
普

及
に
尽
力
。
　�

　
最
近
で
は
、
Ｐ
Ａ
連
携
（
心
肺

停
止
患
者
に
対
す
る
救
急
業
務
に

お
い
て
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
生

ず
る
た
め
、
ポ
ン
プ
隊
が
同
時
出

動
す
る
こ
と
）
を
提
案
・
実
現
さ

せ
る
な
ど
、
救
急
体
制
の
整
備
に

も
努
め
て
き
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
に
約
五
千
件
も
の
現

場
を
経
験
し
て
き
た
中
で
「
大
栗

田
地
区
で
発
生
し
た
急
病
人
を
搬

送
す
る
際
、
豪
雪
の
た
め
救
急
車

の
進
行
が
困
難
で
、
ソ
リ
を
使
っ

て
搬
送
し
た
こ
と
」
が
印
象
に
残

っ
て
い
る
現
場
だ
と
話
し
て
い
た

池
田
さ
ん
。�

　
後
輩
の
救
急
救
命
士
に
は
「
処

置
拡
大
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
中

で
、
救
命
士
の
立
場
は
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
勉
強
に
励
み
、

地
道
に
努
力
を
重
ね
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
救
急

救
命
士
の
先
駆
者
と
し
て
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。�

　
現
在
、
池
田
さ
ん
は
第
一
線
か

ら
退
い
て
は
い
る
も
の
の
「
こ
れ

か
ら
も
救
急
関
係
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

池
田
良
治
さ
ん
（
下
川
口
）�

医
療
功
労
賞
を
受
賞�

〜
救
急
救
命
士
で
は�

　
　
　
県
内
初
の
受
賞
〜�

　２月18日、安角ふれあい自然の家を会場
に「七ケ谷雪ほたるまつり」（タランペクラ
ブ主催：加藤克徳代表）が行われ、会場に飾
られた約1,300個もの雪灯ろうが来場者を魅
了しました。�
　会場では杁差岳の麓に形成されている七ケ
谷地区の集落を、雪灯ろうを使って見事に表
現し、暗闇の中に浮かび上がる無数の「雪ほ
たる」の姿がいつまでも幻想的に光輝いてい
ました。�
　今回のイベントに初めて参加した国際ボラ
ンティア学生協会IVUSAの及川滉平さんは
「想像していたよりもすごかった。地元の方
などが協力して１日で準備をするところに地
域の団結感を感じました。自分も少しは力に
なれたかと思うと嬉しいです。本当にきれい
でした」と雪ほたるの姿に感動していました。�

　今年で７回目を迎えた「おおいし・どもん
こ祭り」（大石・山と川に親しむ会主催：高
橋八男会長）が２月11日、大石ダム湖畔県
民休養地を会場に行われ、家族連れなどでに
ぎわいました。�
　会場周辺は、約250㌢もの雪が積もり、村
内外から訪れた皆さんもあまりの雪の多さに
びっくりした様子。会場では、どもんこ作り
や和かんじき、竹スキー、スノーモービルに
よるソリ遊びなどが行われたほか、巨大ども
んこの中では、昔懐かしい煎餅型を使った煎
餅焼き体験コーナーが設けられ、来場者を喜
ばせていました。�
　胎内市から家族で訪れた本間李那さんは「大
きなかまくらを見ることができて楽しかった。
自分の隠れ場所に、こんなおおきなかまくら
があったら嬉しい」と巨大どもんこの大きさ
に興奮していました。�

雪原に現れた�
　　無数の「雪ほたる」�

巨大どもんこに�
　子どもたちも大興奮！�
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関
川
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
改

築
工
事
完
了
に
伴
い
、
二
月
八
日
、

完
成
し
た
ば
か
り
の
屋
内
運
動
場

で
学
校
関
係
者
や
施
工
業
者
な
ど

が
参
列
し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
式
で
は
、
平
田
大
六
村
長
が
「
こ

の
屋
内
運
動
場
は
、
幅
を
広
く
し
、

二
階
部
分
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

を
設
け
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん

の
ほ
か
、
広
く
村
民
の
皆
さ
ん
に

も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
生
徒
の
伊
藤
雅
史
さ
ん
（
二
年�

・
南
中
）
は
「
新
し
い
体
育
館
は

と
て
も
広
い
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
も
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
こ

こ
で
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
て

遊
び
た
い
」
と
完
成
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。�

●構造・規模�
　鉄筋コンクリート造２階建1,753㎡�
●事業費�
　建築本体・電気設備・機械設備など�
　　　475,393千円（Ｈ24.1 .30現在）�
●財源内訳�
　国庫支出金　164,709千円�
　地　方　債　270,800千円�
　一 般 財 源　 39,884千円�

ランニングスペース�
２階部分に設けられたスペース�
で周回は138㍍です。�

アリーナ�
バスケットボールコート２面分�
の広さがあります。�

開放用玄関�
スロープが設置され、自動ドア�
になっています。�

ミーティングルーム�
屋内運動場に隣接され、エアコ�
ン完備です。�

　
二
月
十
五
日
、
村
議
会
本
会
議

場
で
、
関
川
小
児
童
が
一
般
質
問

を
行
う
「
ミ
ニ
議
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
社
会
科
学
習
の
一
環

で
、
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た

村
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
保

護
者
や
村
議
会
議
員
も
傍
聴
し
ま

し
た
。
旧
川
北
小
時
代
か
ら
数
え
、

今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
ミ
ニ
議

会
に
は
六
年
生
五
十
一
人
が
議
員

と
し
て
出
席
。
議
事
進
行
に
は
、

高
橋
八
男
議
長
、
答
弁
に
平
田
大

六
村
長
や
佐
藤
忠
良
副
村
長
、
野

沢
専
治
教
育
長
な
ど
が
出
席
し
ま

し
た
。�

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
年
明
け
か�

ら
新
聞
紙
や
過
去
二
年
分
の
議
会

だ
よ
り
を
集
め
て
学
習
を
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
質
問

の
内
容
は
、
農
業
や
福
祉
、
観
光
、

人
口
の
減
少
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。�

　
冬
期
間
に
お
け
る
農
作
物
の
栽

培
や
販
売
に
つ
い
て
質
問
・
提
案

を
し
た
高
橋
な
つ
み
さ
ん
（
上
土

沢
）
は
「
自
宅
も
農
家
な
の
で
、

冬
の
間
も
農
業
が
出
来
れ
ば
、
こ

の
村
が
も
っ
と
盛
ん
に
な
る
と
思

い
提
案
し
ま
し
た
。
農
業
分
野
で

も
観
光
分
野
で
も
有
名
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
感
想
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。�

51人の�
子ども議員が登壇�
～関川小ミニ議会～�
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�

　中学校では平成24年度から、すべての教科等
で新しい学習指導要領による教育が始まります。�
�
�
�
�
�
�
�
�
＜改訂のポイント＞�

① 学校で学ぶ内容が充実します�
② 授業の時間数が増加します�
③ 子どもたちの｢生きる力｣を育みます�
④ 学校・家庭・地域の連携や協力を強化します�
　　�
　新学習指導要領完全実施にあわせ関川中学校で
は、『あたりまえのことがあたりまえにできる関
川の子ども』をスローガンに、多様な学力（学ぶ
力）を身につけさせるため、次のことに力を入れ
ていきます。�

○「わかる授業」を通して基礎基本を身につけさ
　せます�

○様々な体験活動を通して自ら考え判断し表現す
　る力を育みます�

○集団生活の中で人間関係力を養います�

○子どもたちが生涯にわたって運動に親しみ健康
　を保てるよう、健やかな心身を培います�

学校� お知らせ�からの�からの�

今月は関川中学校からの紹介�

　子どもたちの登下校時間になると、村内各地で

は毎日、横断歩道に立って子どもたちを見守るボ

ランティアの姿が目立ちます。�

　ボランティアは無報酬の活動で、なかなか出来

ることではありませんが、子どもたちがこうして

安全安心な登下校が出来ているのも、地域のボラ

ンティアの皆さんの声かけや見守り、励ましなど

のおかげです。�

　昨春から、宮前地内で子どもたちの見守りボラ

ンティアを行っている佐藤啓助さん（朴坂）は「少

しでも事故防止の役に立てればいい。子どもたち

に交通安全の意識をもってもらえたら嬉しい」と

話していました。�

　村には、まだまだたくさんのボランティアの方

がいます。地域を想い、善意で活動してくださる

皆さんに感謝します。�

子どもたちを事故から守る�
地域のボランティア�

　村では、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチ

ンの任意接種の公費助成を平成24年度においても

継続します。�

　下記の注意事項をご確認ください。�

※「接種費用助成金交付申請書」の有効期限につ

　いて�

　○平成23年12月末までに発行された人は有効期

　　限が平成24年３月31日（平成23年度）まで

　　となっています。�

　⇒24年度に接種を希望される場合は、接種前に

　　必ず交付申請書の再発行を申し出てください。�

　（有効期限を過ぎた交付申請書は、委託医療機

　　関では使用できません。）�

【問い合わせ先】�

　住民福祉課健康介護班　保健師　TEL 64－1472

　子どもの教育は学校だけでできるものではあり

ません。関川中学校は、地域のみなさんの力をお

借りしたり、子どもたちが学校から地域へ出て活

動したりする機会を充実させて、子どもたちの「生

きる力」を育んで参ります。�

【学習指導要領とは…】�

　全国どこの学校で教育を受けても一定の教育

水準を確保するために、各教科等の目標や内容

などを文部科学省が定めているもので、教科書

や学校での指導内容のもとになるものです。�

�「IVUSAとの�
　　　　　交流会」�
　大学生から話を聞�
　いて、自分の進路�
　を考えました。�

「福祉施設での��
交流活動」　�

福祉施設を訪問し、�
お年寄りと交流を　�
深めました。　　　�



〜
三
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

三
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
〜�

ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
、

ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
、ま
ず
相
談
を
！

ま
ず
相
談
を
！�

ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
、

ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
、ま
ず
相
談
を
！

ま
ず
相
談
を
！�
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三
月
は
全
国
的
に
自
殺
者
数
が

多
く
、
国
を
あ
げ
た
強
化
月
間
と

し
て
、
幅
広
い
団
体
や
関
係
機
関

が
「
生
き
る
支
援
」
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。�

�
ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
、�

　
　
　
　
ま
ず
相
談
を
！�

�

　
三
月
は
、
自
分
自
身
や
家
族
の

こ
と
で
生
活
等
の
変
化
が
あ
る
と
、

せ
わ
し
か
っ
た
り
、
悩
み
を
抱
え

や
す
か
っ
た
り
す
る
時
期
で
す
ね
。

　�▼
心
の
不
調
や
、
う
つ
状
態
は
自

分
自
身
で
気
づ
き
に
く
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
命
を
絶

つ
以
外
に
解
決
方
法
が
な
い
の
で

は
…
」
と
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え

る
特
徴
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。�

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化

　
に
目
を
向
け
て
み
て
！�

�

Ｑ
眠
れ
て
い
ま
す
か
。�

Ｑ
食
欲
は
あ
り
ま
す
か
。
（
体
重

　
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。）�

Ｑ
お
酒
や
た
ば
こ
の
量
は
、
増
え

　
て
い
ま
せ
ん
か
。
（
寝
酒
や
、

　
お
酒
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）�

Ｑ
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。 

　（
病
気
、
家
庭
、
仕
事
、
お
金
、

　
子
育
て
、
大
切
な
人
や
物
を
失

　
っ
た
…
な
ど
、
生
活
等
の
変
化
）�

�

▼
脳
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
分
泌
（
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ
る
物
質
）
が
減

り
「
い
つ
も
よ
り
元
気
が
な
い
」

「
い
つ
も
で
き
て
い
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
な
ど
の
変
化
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。�

挨
拶
上
手
に
な
ろ
う
！�

�

　「
お
は
よ
う
」「
あ
り
が
と
う
」

と
普
段
か
ら
、
相
手
の
顔
を
み
る

つ
な
が
り
か
ら
広
げ
ま
し
ょ
う
。�

�

▼
気
に
な
る
場
合
は
、
声
を
掛
け

て
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。�

「
元
気
が
な
さ
そ
う
で
心
配
し
て

い
た
ん
だ
」「
眠
れ
て
い
る
？
」「
ど

う
し
た
の
？
悩
ん
で
い
る
の
？
」

「
よ
か
っ
た
ら
話
し
て
」
な
ど
。�

◆新潟県精神保健福祉センター�
　相談専用電話…025－280－0113�
　＊月曜～金曜日（祝祭日除く）8：30～17：00�
　　来所相談は要予約（精神科医師の相談日あり）�

◆虹の会（大切な方を亡くされた方）�
　偶数月　第１木曜日　14：00～16：00�
　会場・連絡先：新潟県精神保健福祉センター�

◆新潟いのちの電話�
　（24時間、年中無休）�
　村上市近郊…53－4343�
　フリーダイヤル…0120－738－556�
　毎月10日の8：00～翌日8：00は無料。�

◆村の保健師�
　住民福祉課健康介護班…64－1472�
　＊訪問や電話相談、相談機関の紹介等。�
　＊毎週月曜は10：00～14：00まで保健センター
　　健康相談による個別相談日あり。�

相談機関の紹介�

ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
、ま
ず
相
談
を
！�

〜
三
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
〜�

　
左
記
の
相
談
機
関
以
外
に
も
、

村
で
は
多
重
債
務
・
子
育
て
・
病

気
の
悩
み
等
の
相
談
窓
口
紹
介
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

TEL

TEL
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肺
炎
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン�

県
立
坂
町
病
院

内
科
　
浅
　
野
　
良
　
三�

　
日
本
で
は
、
年
間
約
十
一
万
人
の

方
が
肺
炎
で
亡
く
な
り
、
死
因
の
第

四
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
高
齢
者
が
増
え
た
こ
と
や
抗
生
物

質
が
効
き
に
く
い
菌
の
出
現
が
、
肺

炎
患
者
が
増
え
て
い
る
原
因
で
す
。

若
い
人
は
罹
患
し
て
も
命
の
危
険
は

ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
が
、
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
は
命
に
関
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
罹
患
し
た
時
に
、
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
が
気
管
支
や
肺
胞
で
繁
殖
し
て

肺
炎
に
進
行
し
た
り
す
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
冬
は
夏
に
比
べ
て
三

〜
四
倍
発
生
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。�

　
高
齢
者
で
は
肺
炎
に
罹
患
し
て
も

症
状
が
乏
し
く
、
自
分
で
は
肺
炎
に

罹
患
し
て
い
る
と
感
じ
な
い
時
も
あ

り
、
風
邪
様
症
状
が
続
く
と
き
は
早

急
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

　
高
齢
者
の
細
菌
性
肺
炎
の
起
因
菌

の
第
一
位
は
肺
炎
球
菌
で
す
。
そ
れ

で
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防

が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
肺

炎
球
菌
に
は
八
十
種
類
以
上
の
型
が

あ
り
ワ
ク
チ
ン
は
全
て
の
型
に
対
応

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の

う
ち
の
二
十
三
種
類
に
対
し
て
免
疫

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
二
十
三
種
類
が
肺
炎
球
菌

に
よ
る
肺
炎
の
約
八
十
％
を
占
め
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
予
防
効
果
は
十

分
に
期
待
で
き
ま
す
。
肺
炎
球
菌
に

対
す
る
抗
体
価
（
免
疫
力
の
目
安
）

は
接
種
一
ヶ
月
後
く
ら
い
で
ピ
ー
ク

と
な
り
、
以
降
四
年
く
ら
い
は
持
続

し
ま
す
が
五
年
目
頃
に
八
十
％
程
度

と
な
り
以
降
は
徐
々
に
低
下
し
ま
す
。�

　
脾
臓
摘
出
手
術
を
受
け
た
方
は
保

険
が
適
応
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

の
方
は
原
則
と
し
て
自
費
に
な
り
ま

す
。
具
体
的
な
費
用
は
個
々
の
医
療

機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
お

お
よ
そ
七
千
〜
一
万
円
く
ら
い
で
す
。�

　
当
院
で
も
外
来
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申
し

込
み
下
さ
い
。�

�

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。�

　
　
六
二
―
三
一
一
一�

　村では、放射線測定器（サーベイメーター）を購入し、村内15か所で測定を行いました。その結果�

を皆さんにお知らせします。�

　また、放射線の測定は今後も定期的に行う予定ですので、測定結果を広報せきかわで公表します。�

放射線簡易測定器の�
　　貸し出しを行います�

　村では、村民の皆さんに「放射線簡易測
定器」の貸し出しを行います。�
　貸し出し期間は原則２日以内とします。�
（連続貸し出し可）�
　簡易測定器を利用したい方は、役場総務
課までご連絡ください。�

●測定結果・簡易測定器の貸し出しに関する�
　問い合わせ先�

　総務課　総務班　TEL ６４－１４７６�

平成24年２月の測定結果です�
※一般的な安全基準は0.16マイクロシーベルト�

�
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ�

　
で
、
楽
に
持
ち
運
び�

　
が
で
き
、
使
い
や
す�

　
い
測
定
器
で
す
。�

村内の放射線測定結果をお知らせします�村内の放射線測定結果をお知らせします�村内の放射線測定結果をお知らせします�

測定場所�

安角ふれあい自然の家�

金丸ふれあい自然の家�

の�
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おはなしのかい�

　　新しい季節に向けて、色々な準備に忙しい毎日を過ごされている方も多いのではないでしょうか。

　３月は別れと旅立ちのとき。でもその先には、新しい出会いと希望に満ちた明日が待っています。�

「うえきばちです」�
川端　誠　著　　Ｅカ�

「おれのおばさん」�
佐川　光晴　著　913サ�

　うえきばちがあったので土を入れ
て…。あなたなら何を植えますか？
小学校の読み聞かせでこの本を読ん
だ方が「子ども達にとても喜ばれま
した」と言っていました。�

　ある日突然、父親が逮捕された。
東京の進学校から一転、変わり者
の実のおばさん率いる札幌の児童
養護施設の居候となった陽介、
14才。�

おはなしのかい�

高田～沢～女川 方面………………�

大島～片貝～大石 方面………�

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は13時～17時30分まで、土・日は9時～17時まで開館しています。�

　
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
た
ち
に
よ
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
、
二
月
十
二
日
、
村

民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
行
わ

れ
、
学
生
の
ほ
か
、
村
民
や
役
場

職
員
な
ど
約
四
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
は
昨
年
に
続
き
二
回
目

で
、
テ
ー
マ
は
「
地
域
活
性
化
」。

学
生
か
ら
は
「
雪
か
き
を
利
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
猫
ち
ぐ
ら
産
業

の
拡
大
」「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
三
つ
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
な
か
に
は
昨
年
提

案
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
学
生
た

ち
は
何
と
か
実
現
さ
せ
た
い
と
、

忙
し
い
学
校
生
活
や
ア
ル
バ
イ
ト

の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
よ
り
し
っ
か

り
し
た
も
の
に
仕
上
げ
て
き
ま
し

た
。�

　
学
生
の
池
田
麻
奈
美
さ
ん
は
「
村

民
の
皆
さ
ん
と
学
生
が
こ
う
し
て

直
接
話
を
す
る
機
会
は
貴
重
な
時

間
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
実

現
ま
で
は
長
い
時
間
か
か
る
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
必
ず
実
現
さ
せ

た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。�

　
平
田
大
六
村
長
は
「
村
に
対
し

て
学
生
の
皆
さ
ん
が
や
っ
て
き
た

こ
と
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

く
れ
た
こ
と
を
村
と
し
て
も
形
に

す
る
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
川
村
を
変
え
て
い
き
た
い
と
い

う
学
生
た
ち
の
使
命
感
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。�

　
来
年
で
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
村
へ

来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
十
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
関

川
村
を
想
う
学
生
た
ち
の
こ
の
気

持
ち
を
決
し
て
無
駄
に
は
し
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。�

10（土）�

４（日）17（土）�

関川村を想う気持ちを�
　　　　何とか形にしたい�

「エンジョイ！生涯楽習広場」と�
同時開催！�



３月は引っ越しの多いシーズン�

家具の転倒防止などの対策を！�
３月は引っ越しの多いシーズン�

家具の転倒防止などの対策を！�
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　地震が発生すると、転倒した家具の下敷きや、割れ

たガラスなどにより、ケガをしたり、最悪の場合死亡

したりするケースもあります。�

　中越大震災や中越沖地震のときも家具の転倒やガラ

スなどでケガをした人が大勢います。こうした家具の

転倒などは、転倒防止器具の取り付けやガラス飛散防

止シートの貼り付けなどで防ぐことができます。�

　この機会に、いつ起こる�

か分からない地震に備えて�

お住まいの対策をご検討く�

ださい。�

《問い合わせ先》�

　役場総務課総務班�

　TEL　64-1476

青

塚

瑞

季
さ
ん�

（
深
　
沢
）�

　保育士を目指し、下関保育園で実習を行っ

た青塚瑞季さんに話を聞きました。�

�

―保育士を目指そうと思ったきっかけは？�

　親戚の子どもや近所の子どもたちとの関わ

りの中で、子どもの無邪気さや元気いっぱい

な姿を見ると自然と笑顔になれ、そんなとき�

「自分は子どもが好きなんだな～」と感じた

ことがきっかけです。�

�

―実習を体験して感じたことは？�

　学校の授業では学べない実践的なことをた

くさん学ぶことができます。また、子どもた

ちは毎日が成長で、昨日できなかったことが

ふとしたことで出来るようになったりと、そ

んな子どもたちの成長した姿が見れると自分

も嬉しくなります。�

�

―今、夢中になっていることは？�

　冬はスノーボードにはまっています。今年

はまだ２回しか行けていませんが、わかぶな

スキー場にももっと遊びに行きたいです。�

�

―これから関川村に望むことは？�

　関川村はたくさんの自然に恵まれているので、

自然を活かし子どもたちがさまざまなことを

学べるような機会が増えるといいです。�

第
５
回�

白
い
森
杯
小
学
生�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会�

107

■
期
日
　
１
月
21
・
22
日�

■
会
場
　
小
国
町
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
形
県
）�

■
成
績
　�

▽
第
３
位
　
関
川
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ�

����

■
期
日
　
２
月
11
日�

■
会
場
　
村
民
会
館
休
養
室�

■
成
績�

―
囲
碁
の
部
―�

▽
優
　
勝
　
大
沼
　
剛
一（
上
土
沢
）�

▽
準
優
勝
　
近
　
　
伴
平（
蕨
野
）�

▽
第
三
位
　
高
橋
喜
一
郎（
上
土
沢
）�

―
将
棋
の
Ａ
部
―�

▽
優
　
勝
　
中
束
　
光
久（
下
関
）�

▽
準
優
勝
　
八
幡
　
初
男（
八
ツ
口
）�

▽
第
３
位
　
御
簾
納
良
平（
下
関
）�

―
将
棋
の
Ｂ
部
―�

▽
優
　
勝
　
伊
藤
　
武
雄（
下
関
）�

▽
準
優
勝
　
伊
藤
　
昌
義（
下
関
）�

▽
第
３
位
　
中
村
　
　
豊（
上
関
）�

　図書室では、約200冊の本が返却期限を過ぎても貸し

出されたままとなっています。�

　下のようなバーコードと、背表紙に請求記号の記され

たシールが貼ってある本は、図書室の本です。�

（番号はそれぞれ違います）�

�

�

�

�

�

　一度貸し出した記録は、返却されるまで残り続けます。

返却期限が何年過ぎていても構いませんので、図書室へ

返却してください。�

～本の返却にご協力ください～�

第
24
回�

村
民
囲
碁
将
棋
大
会�
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俳

句

・

川

柳�

俳
　
句�

　
山
里
を

今
日
も
か
く
す
か

雪
す
だ
れ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
沖
正
（
中
束
）�

　
里
山
の

小
さ
な
春
や

フ
キ
ノ
ト
ウ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
沖
正
（
中
束
）�

関
川
の
広
報
読
み
し
と
遠
き
友
　
　
　
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美�

雪
の
故
郷
偲
び
く
れ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
）�

シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
に
四
年
抑
留
さ
れ
し
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七�

兵
士
は
施
設
の
お
湯
に
温
も
る
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
）�

窓
を
開
け
雪
下
ろ
す
子
に
声
掛
け
ば
　
　
　
　
　

小
池
　
啓
子�

シ
ャ
ベ
ル
が
受
け
取
る
ウ
ー
ロ
ン
茶
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
）

祖
母
わ
れ
の
胸
を
弄
り
女
の
子
は
も
　
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子�

あ
っ
た
あ
っ
た
と
声
を
は
り
あ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
）�

短

　

歌�

ふ
る
さ
と�

・ベビーリーフ　80g　・水菜　80g　・トマト　60g�

・長いも　140g　・しょうが　12g　・大葉　２枚�

・味ポン　大さじ２と1/2　・レモン汁　大さじ1/2�

・塩　0.8g　・ごま油　４g

とろ～ろサラダ�
　レモンや大葉、ごま油の風味がきいてさっぱり

食べられる減塩レシピです。 

① ベビーリーフは水で洗い、ザルにとって水気をき

　 る。水菜は３㎝長さに切る。トマトは皮を湯むき

　にし、１㎝角に切る。�

② 長いもは皮をむいてすりおろす。しょうがも皮を

　むいてすりおろす。大葉は千切りにする。�

③味ポンとレモン汁とごま油を合わせておく。�

④ 器に①を盛り、その上に②をいろどりよく盛り付

　 け、③のたれをかける。食べるときは全体を混ぜ

　ていただく。�

96 （４人分）�

関川村食生活改善推進員の皆さん�

二
十
三
年
度

「
ふ
れ
あ
い
の
家
冬
の
句
」
受
賞
者�

���������� 〈
村
長
賞
〉�

　
冬
の
夜

せ
っ
せ
と
内
職

懐
か
し
い
　
　
　
　

中
野
　
さ
つ�

〈
敢
闘
賞
〉�

　
姑
と
の

機
嫌
の
悪
い
日

大
雪
だ
　
　
　
　
　

和
田
　
フ
ヂ�

　
春
よ
こ
い

は
や
く
畑
に

行
き
た
い
な
　
　
　

横
山
　
小
雪�

　
大
雪
で

ゲ
ー
ト
が
出
来
ぬ

春
待
人
　
　
　
　

小
澤
　
一
昭�

　
大
雪
で

孫
が
せ
っ
せ
と

雪
降
ろ
し
　
　
　
　

佐
藤
　
正
二�

〈
局
長
賞
〉�

　
冬
に
な
り

孫
に
頼
ま
れ

帽
子
編
む
　
　
　
　

五
十
嵐
ハ
ナ�

　
朝
早
く

迎
え
の
車

待
ち
遠
し
い
　
　
　
　
　

渡
邉
　
ヨ
シ�

　
年
重
ね

福
も
重
な
る

笑
顔
か
な
　
　
　
　
　

近
　
タ
ツ
エ�
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国際ボランティア学生協会�

IVUSA 通信�

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
の�

長崎　美奈�
（立命館大　２年）�

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
箸
」
「
礼
」�

ひ
い
孫
の
旅
行
土
産
の
赤
い
箸
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

迷
い
箸
振
る
程
お
か
ず
あ
れ
ば
い
い
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

校
長
の
朝
礼
め
ま
い
二
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

飽
食
の
箸
に
や
さ
し
い
小
豆
粥
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

年
金
へ
待
っ
た
無
し
よ
と
屋
根
の
雪
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

孫
に
手
を
引
か
れ
年
金
上
機
嫌
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

幼
児
期
の
癖
残
っ
て
る
箸
使
い
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

箸
の
先
迷
っ
て
い
ま
す
鍋
料
理
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

あ
り
が
と
う
心
和
ま
す
こ
の
言
葉
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

箸
先
で
豆
を
摘
ん
で
安
堵
す
る
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

若
き
日
に
伊
勢
の
玉
砂
利
神
楽
殿
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

古
き
友
一
泊
旅
行
で
夜
も
明
け
る
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

Ｑ
　
関
川
村
で
の
活
動
に
参
加
し

　
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？�

Ａ
　
関
川
が
大
好
き
だ
か
ら
！

　
な
ん
と
今
回
で
５
回
目
に
な

　
り
ま
す
。
会
い
た
い
人
が
い

　
る
の
で
行
き
ま
し
た
！�

Ｑ
　
参
加
前
と
参
加
後
で
変
わ

　
っ
た
事
は
？�

Ａ
　
一
方
的
に
私
だ
け
が
関
川

　
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て

　
い
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

　
全
く
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ

　
ん
で
し
た
。
あ
、
わ
た
し
村

　
長
と
何
時
間
も
サ
シ
で
話
せ

　
ま
す
よ
。
（
笑
）�

Ｑ
　
今
後
関
川
村
と
ど
う
関
わ

　
っ
て
い
き
た
い
？�

Ａ
　
活
動
以
外
で
も
、
Ｐ
Ｖ
Ｓ

　
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
関
川
）
の

　
よ
う
に
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
枠
を

　
超
え
て
、
個
人
的
な
関
わ
り

　
方
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま

　
す
。
卒
業
ま
で
に
関
川
で
の

　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
完
成
さ

　
せ
た
い
で
す
。
め
ざ
せ
、
ラ

　
プ
ソ
デ
ィ
ー
・
イ
ン
・
せ
き

　
か
わ
！�

声�

つ
ら
ら�

■
最
近
の
活
動�

　
二
月
十
日
か
ら
二
月
十
二
日

ま
で
の
三
日
間
、
お
お
い
し
ど

も
ん
こ
祭
り
の
お
手
伝
い
・
参

加
を
す
る
為
、
約
五
十
名
の
学

生
が
関
川
村
に
て
活
動
を
行
い

ま
し
た
。�

　
初
日
は
祭
り
会
場
で
の
雪
像�

・
ど
も
ん
こ
作
り
や
ミ
ニ
ス
キ

ー
場
と
い
っ
た
会
場
準
備
の
お

手
伝
い
。
祭
り
当
日
で
あ
る
二

日
目
は
、
午
前
中
か
ら
村
民
の

方
と
一
緒
に
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
運
営

や
手
作
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
　�

　
最
終
日
の
三
日
目
は
、
役
場

の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
、

学
生
が
考
案
・
企
画
し
て
い
る

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
表
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
と
て
も
短
い
期
間
で
の
活
動

で
し
た
が
、
学
生
一
同
本
当
に

心
か
ら
楽
し
め
る
活
動
に
な
り

ま
し
た
。�

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
関
川
村
の

絆
が
一
層
強
く
な
る
よ
う
、

ま
た
必
ず
帰
っ
て
き
ま
す
！�

�

■
今
後
の
活
動�

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
、
今
春

も
例
年
に
引
き
続
き
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
中
学
校
建
設
、
イ
ン

ド
で
の
水
害
救
援
、
中
国
で

の
植
林
活
動
と
い
う
よ
う
に
、

多
く
の
海
外
で
の
活
動
を
予

定
し
て
い
ま
す
。�

�

▲ソリ遊びの様子�

庭
に
咲
く
濃
き
紅
の
寒
椿
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

青
空
に
雲
一
つ
な
き
寒
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

被
災
地
の
人
達
案
じ
年
始
め
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

七
種
や
ほ
か
の
菜
も
混
ぜ
粥
つ
く
り
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵�

浪
の
花
道
に
舞
い
飛
ぶ
日
本
海
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵�

孫
と
い
る
至
福
の
と
き
や
福
寿
草
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵�

元
朝
や
礼
拝
心
新
た
に
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

に
こ
に
こ
と
家
族
揃
い
て
御
慶
か
な
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

一
冊
で
足
り
る
日
記
と
家
計
簿
と
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

逢
え
ば
皆
雪
の
多
さ
の
く
り
か
え
し
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

子
の
背
丈
こ
え
る
氷
柱
や
寒
つ
づ
く
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

�
梅
の
絵
手
紙
と
ど
く
雪
見
舞
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

雪
の
上
又
ど
っ
さ
り
と
雪
の
降
り
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

大
雪
や
ど
の
窓
か
ら
も
雪
の
山
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

炊
き
立
て
の
飯
に
煮
凝
う
ま
き
か
な
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

関

川

俳

句

の

会

作

品

�

く
れ
な
い�

く
さ�
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　今月は、関川中バスケットボール部でキャ
プテンを努めている渡�光太さん（３年・上
関）を紹介します！�

キラリ輝く☆せきかわっ子たちキラリ輝く☆せきかわっ子たち vol.4

　小学２年生からバスケットボールを始めた
光太さん。お兄ちゃんの練習についていった
のがきっかけで、バスケットボールに出会い
ました。同級生に厳しく、下級生に優しいキ
ャプテンです。�

・シャイ�
・ドリブルが上手く、シュート�
　力がある�
・友達が多い�

チームメートから見た�
光太さんは？�

几帳面な性格だと思います。�
バスケに関しては、ゴールに�
向かっていく姿勢が強い。将�
来は、視野を広げて、周りを�
リードできるような人間にな�
ってもらいたい。�

顧問の相馬和憲先生から�
見た光太さんは？�

たくさんの仲間と楽しくバス�
ケットをしていたい！�

10年後の自分は？�

長男：鼓動は慎重派。次男：樂はお調子者。�

　子供たちのおかげで、我が家は笑いが絶えません。いつも元気を

与えてくれてありがとう！お兄ちゃん、春から小学校だね！楽しみ

だね！�

　鼓動と樂ヘ…生まれてきてくれてありがとう��

田村寿幸さん　優子さん（平内新）�

ポジションは「ポ
イントガード」�

今年度、下越選抜
にも選ばれていま

す！�ポジションは「ポ
イントガード」�

今年度、下越選抜
にも選ばれていま

す！�

　り　　　く�

ひろ　　 む�

平成24年１月末現在　（　）は前月対比�

世 帯 数　　2,033世帯（±０）�
総 人 口　　6,537 人（－15）�
　 男 　　　3,122 人（－７）�
　 女 　　　3,415 人（－８）�

転入　２人　　転出　７人�

出生　２人　　死亡　12人�（　　　　　　　　）�

�先月行われた「おおいし・どもんこ祭

り」「七ケ谷雪ほたるまつり」に、２週

にわたって国際ボランティア学生協会

IVUSAの皆さんが参加しました。久し

ぶりに学生たちと再会し、懐かしい顔も

あったり新顔もあったり、楽しい時間を

過ごせました。卒業し、社会人となった

OBやOGの皆さんも遊びにきてくれて、

関川村は、IVUSAに愛されているんだ

なぁとつくづく感じました。　　（あ）�

●１月16日～２月15日までの届出●�

河内　福造　さん　　82歳　　　沢�

金子　キク　さん　　92歳　　大内渕�

須貝　正治　さん　　59歳　　湯　沢�

渡�　ケウ　さん　　81歳　　　沢�

山口フサノ　さん　　90歳　　上土沢�

松坂　嘉祐　さん　　65歳　　小和田�

横山　精三　さん　　80歳　　安　角�

山本　シゲ　さん　　95歳　　下　関�

船山ウメノ　さん　　95歳　　　沼�

凌　久ちゃん（男）　大　島�

　　　　　　平田　友一・詩織さん�

大　夢ちゃん（男）　大　島�

　　　　　　近　　元樹・千鶴子さん�


